
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府府中中高高校校通通信信 

 

令和３年４月9日１号 

東京都立府中高等学校 
校 長   奥 秋 將 史 

府中市栄町三丁目 3-１ 

TEL  042‐364‐8411 

FAX  042‐360‐0064 

「校長挨拶」    

府中高校の生徒・保護者の皆さま、 

はじめまして。令和３年度４月１日 

より本校に着任しました、都立昭和 

高等学校から参りました校長の奥秋 

將史(おくあき まさし)と申します。 

趣味は温泉・旅行、アウトドア、激辛の食べ物を好み

ます。見かけよりは年齢を重ねています。人生のスロ

ーガンは「頑張るのは、いつも今」で生きています。

特技は水泳と家事全般です。再任用の校長として２年

目を迎え、本校で１０校目の経験となります。新たに

職場環境が変わり新鮮な気持ちです。本校は令和６年

度の竣工を目途に校舎の改築改修工事が始まっていま

す。今年は６月に創立６０周年記念式典が予定されて

います。次の１０年後に向けて歴史と伝統のある学校

として、更なる教育実践の年輪を進化しながら積み重

ねてまいります。府中高校は嘗ての名門校復活に向け

て、生徒の進路実現と充実した学校生活となるよう教

育活動に取り組んでいきますので、関係各位の皆様方

のご理解とご協力をお願い致します。 

『第63期生 入学おめでとうございます。』 

４月７日(水)第６１回入学式が挙行され、第６３期男子

144名、女子135名合計279名が入学しました。 

  

【生徒宣誓】生徒代表１年７組 伊藤 夏海さん  

太陽の光が満ち溢れ、命が生き生きと活動を始める春とな

る中、私たちは今日、府中高等学校に入学することとなりま

した。大変な時期ではございますが、本日は校長先生をはじ

め、諸先生方、保護者の方に温かく見守られる中、このよう

な素晴らしい入学式を挙行していただき誠にありがとうご

ざいます。母とともに入学式へ向かって歩く道すがら、私は

今までとは違う環境に対する不安や、新たな仲間と出会える

期待、府中高等学校へ入学できる喜びで胸を膨らませていま

した。昨年私たちは休校という思いがけないことを経験し、

友達と会えず行事も思うように出来なく辛い思いをしまし

た。毎日学校へ行き、勉強や部活動に励むこと、友達と会え

ることの大切さを実感しました。 

だからこそ高校ではどんな行事が待っているのだろう、どん

な友達ができるのだろうと心躍らせて楽しみにしています。

ですが、義務教育を終え、高校生になった私たちは行動や判

断一つ一つに責任をもたなければなりません。まだ大人とは

言えない私たちは思い悩むことがあり、先生方や先輩方、保

護者の皆さまの力をお借りするかもしれません。そのような

時はよろしくお願いします。また、府中高校の生徒の一員と

しての自覚をもち、勉強や部活動・行事に熱心に取り組み、

夢に向かって日々努力を重ね、様々なことに挑戦していきた

いと思っています。これからも大きな壁にぶつかることもあ

ると思います。そのような時は諦めず、ここにいる仲間と手

を取り合い、支え合い、励まし合いながら、一歩ずつ前に進

んでいき、とても楽しく充実した高校生活を送ることを誓い

ます。最後に、今まで育 

ててくれた保護者の皆さま方、 

本当にありがとうござい 

ました。またこれから様  々

なことがあると思います 

が、温かい見守りを宜し 

くお願いします。 

<部活動の活躍> 

○【競技かるた部】第３回東京都高等学校競技かるた大会  

令和３年３月２８日（日） 会場：関東第一高等学校 

Ｅ級 敢闘賞  

２年５組（新３年５組） 髙橋 柊  

１年７組（新２年６組） 今城 心瑠 



 

入学式翌日３・４時限目はガイダンスでは教務部、生活指導部、進路指 

導部、保健環境部など先生方から、学習・進路・生活・保健等の説明がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

午後の５・６時限目は、恒例生徒会主催の新入生歓迎会、対面式、部活動紹介が 

体育館で実施されました。生徒会本部を含め１３の委員会の紹介と説明と文化部同好会 

１４団体、体育部１３団体が持ち時間４分で紹介と説明がありました。それぞれに個性的 

なパフォーマンスを繰り広げ、部活動の加入の勧めと説明がありました。新入生の緊張も 

ほぐれたひと時にもなりました。１年生は全員部活動加入が原則となっていますので、 

中学時代からの継続や新たな分野への挑戦もよいかと思います。部活動は高校期の成長に 

欠かせない重要な要素です。３年間しっかり継続して研鑽を積んでください。 

   

   

 


